
（別紙様式例３）

公表日：３年２月12日 事業所名： 通園（デイサービス）事業おれんじくらぶ

はい
どちらと
もいえな
い

いいえ 工夫した点、改善点 はい
どちらと
もいえな
い

いいえ
わから
ない 保護者の方のご意見

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペース
の十分な確保

2 2
パーテーションを活用しスペースを確保
しているが、適切な環境ではないと感じ
る事もある。

9 2
利用者が複数いる時には狭く感じる事が
あるが、人数の調整など工夫されている
と思う。

環境の改善と合わせて今後のおれんじく
らぶでの放デイの実施の在り方につい
ても、検討の必要があると感じている。

2 職員の適切な配置 1 3

男性職員による支援を求めたい場面が
ある。
適切な支援ができるようにするために、
職員数により時間毎に人数調整が必要
な事もある。

11
女性職員のみの為、支援の観点から男
性職員の登用を積極的に検討したい。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー
化、情報伝達等に配慮した環境など障が
いの特性に応じた設備整備

1 3
療育内容や対象児に合わせ、できるだ
け適切な環境設定を意識しているもの
の、設備上困難な場面もある。

11
今後も可能な限り、個々の特性を考慮し
た環境整備に努める。

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動
に合わせた生活空間の確保

1 2 1

活動に合わせた空間の設定を心がけて
いるものの、ワンルームの中での調整の
為、子どもたちにとって不十分なこともあ
る。

11

安心や安全であることが保障されるよう
に、今後もできる限りの工夫をしながら
子どもたちが満足して利用できるように
していきたい。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル
（目標設定と振り返り）への職員の積極的
な参画

4
できるだけミーティングの時間を設定し、
職員の意識統一などを心がけている。

子どもとの直接的療育時間も大切であ
るが、職員間での情報共有の時間もしっ
かりと確保したい。

2
第三者による外部評価を活用した業務改
善の実施

4

3
職員の資質の向上を行うための研修機
会の確保

4
必要な研修については、参加する。事業
所内での研修実施も引き続き計画する。

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護
者のニーズや課題を客観的に分析した上
での児童発達支援計画又は放課後等デ
イサービス計画の作成

4 11

2

児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画における子どもの支援に必
要な項目の設定及び具体的な支援内容
の記載

2 2 11
親の希望を話の中から適切にくみ取って
くださり、子どもに合った支援をしてくれ
ています。

ガイドラインを基に、本人と保護者の意
向をくみ取りながら、当事業所内ででき
る支援を計画している。

3
子どもの状況に応じて、個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援
又は放課後等デイサービス計画の作成

4

放デイにおける集団活動を取り入れるよ
うにしたことで、子どもたちの新しい発見
ができたり、保護者のニーズにこたえる
事ができたりし、個別療育だけでは伝え
られない子ども姿を保護者と共有できる
ようになった。

実施日や実施時間また対象児が限定さ
れることや限られた空間であることは課
題ではあるが、屋内に限らず屋外活動も
盛り込みながら、可能な範囲での集団
活動の取り組みを継続したい。中高生に
ついては、曜日や時間に制限がある中
での利用をお願いしている。希望のある
方について、できるだけ御希望に添える
よう計画をしていく。

4
児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画に沿った適切な支援の実施

2 2 計画に沿って実施という意識はあるもの
の、うまく実践できないことも多々ある。

11

5 チーム全体での活動プログラムの立案 1 3

集団療育は担当のグループリーダー、
個別療育はその日対応する職員が主に
立案するが、必要時には他の職員に相
談をしながら決定するようにしている。

6
活動プログラムが固定化しないような工
夫の実施

3 1

特に集団の活動の際には、職員間で相
談をしながら、子どもたちがどのようにす
ればどの子も楽しい時間を過ごせるかを
検討している。

11

実施した内容を振り返り、支援としての
質を向上させながら、子どもたちが「楽し
い」と感じられるような内容を考えていき
たい。その為にも保護者からの意見に耳
を傾けたり、他事業所の取り組みを参考
にしたりする。

7
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細や
かな支援

3 1

平日は、個別療育により、個々に合わせ
た連続性のある内容や季節行事を意識
した内容を取り入れている。長期休暇中
は、戸外活動などの活動内容を積極的
に取り入れるようにしている。

個別療育、集団活動の意義を事業所と
して明確にし、できる取り組みに挑戦し
ていきたい。

8
支援開始前における職員間でその日の
支援内容や役割分担についての確認の
徹底

3 1
特に集団活動においては、確認を意識
するが、個別療育については、確認不足
があると思われる。

（当然のことではあるが）個別療育につ
いては、その日担当する職員が主になり
ながら、特に配慮したいことなどを職員
間で確認しておくようにし、どの職員も
個々の子どもに合った対応や配慮がで
きるようにする。

9
支援終了後における職員間でその日行
われた支援の振り返りと気付いた点など
の情報の共有化

4

療育実施後に振り返りをする事を意識し
ているもののスケジュール上、その為の
時間設定ができず、記録での確認のみ
になる事が多々ある。

療育実施後に振り返りの時間をあえて
設定するように心がける。

10
日々の支援に関しての正確な記録の徹
底や、支援の検証・改善の継続実施

4
記録は継続し、利用児に対し、どの職員
が対応しても必要な配慮ができるよう意
識している。

記録の方法（様式）を検討していきたい。
（必要な記載内容や量）

11
定期的なモニタリングの実施及び児童発
達支援計画又は放課後等デイサービス
計画の見直し

4

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい
者による障害児相談支援事業所のサー
ビス担当者会議への参画

4

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場
合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教
育等の関係機関と連携した支援の実施

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場
合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡
体制の整備

4

児童発達支援事業所及び放課後等デイ
サービス事業所からの円滑な移行支援の
ため、保育所や認定こども園、幼稚園、小
学校、特別支援学校（小学部）等との間で
の支援内容等の十分な情報共有

4
相談支援との協働により、以前よりも学
校との関係が取りやすくなったと感じるも
のの、まだまだ不足している。

保護者の理解をしっかりと得ながら、ど
の子どもにとっても平等に必要な場面に
おいて連携できるようにしていきたい。

5
他の障害福祉サービス事業所等への円
滑な移行支援のため、それまでの支援内
容等についての十分な情報提供

1 2 1
一部ではあるが、相談支援専門員により
今年度高等部卒業後の行先との情報共
有の機会を持つ事ができた。

必要な情報は事業所間で共有できるよ
うに関係を継続していきたい。

6
児童発達支援センターや発達障害者支
援センター等の専門機関と連携や、専門
機関での研修の受講の促進

1 2 1

7

児童発達支援の場合の保育所や認定こ
ども園、幼稚園等との交流や、放課後等
デイサービスの場合の放課後児童クラブ
や児童館との交流など、障がいのない子
どもと活動する機会の提供

2 2

町内法人間の取り組みとしての夏休み
ボランティアにおいて、利用児以外の小
学生から高校生までの子どもとの交流
が実施できた。（共に活動を楽しむ）
療育の内容の一つとして児童館に遊び
に行く事がある。

7 1 1 2

子どもと保護者のニーズを確認したうえ
で、
積極的に地域資源（場所、人）を活用す
る事を意識した内容を考えたい。

8
事業所の行事への地域住民の招待など
地域に開かれた事業の運営

2 2
事業所内での行事への参加よりも、地
域での行事への参加をする機会があ
る。

地域住民との関りの持てる方法を検討し
ながら、事業所として閉鎖的にならない
ような場所にしていきたい。（同法人の保
育所と併設している事はメリットとかんが
えられる）

保護者からの情報に頼る事が殆どであ
るため、他機関との連携が必要だと感じ
る。
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放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用

事業所職員及び保護者の方の御意見を踏まえ、自己評価の結果を公表します。
評価を踏まえて、事業所の運営における課題点及び改善すべき点を確認し、今後の運営に活かしていきます。

事業所の現状評価 保護者の方の評価
評価を踏まえた

改善内容・改善目標
区分 チェック項目



はい
どちらと
もいえな
い

いいえ 工夫した点、改善点 はい
どちらと
もいえな
い

いいえ
わから
ない 保護者の方のご意見

事業所の現状評価 保護者の方の評価
評価を踏まえた

改善内容・改善目標
区分 チェック項目

1
支援の内容、利用者負担等についての丁
寧な説明

3 1 11

2
児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画を示しながらの支援内容の
丁寧な説明

4 11

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、
保護者に対するペアレント･トレーニング
等の支援の実施

4

放デイについては実施していない。
保護者間の交流の場が持てるように、時
間帯は設定したものの、継続した実施が
出来なかった。

10 1

子育て支援講座という名称で幼児の保
護者を対象にした取り組みを継続してお
り、そのことを活かして、放デイにおいて
も時間を設定し、より計画性を持って実
施していきたい。

4
子どもの発達の状況や課題について、日
頃から保護者との共通理解の徹底

2 2 10 1
（「日頃から」という点に焦点を当てれ
ば）保護者の都合で利用する機会が少
なくなっています。

「共通理解」というとできていない部分も
あると感じており、保護者への伝え方や
伝える内容等について、改めて確認して
いきたい。

5
保護者からの子育ての悩み等に対する
相談への適切な対応と必要な助言の実
施

1 3 10 1 同上

多くの保護者はできているとの回答であ
るが、「どちらともいえない」という回答を
しっかりと受け止め、実際に利用回数が
減っている時でも、保護者が安心できる
よう、相談しやすい環境を整えていきた
い。

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の
開催による保護者同士の連携支援

3 1 保護者会での活動は、講演会等を含み
年間実施されている。

5 2 3

行事については例年実施のものは継続
されているが、年齢に幅がある事もあっ
てか、常々保護者間で交流や連携という
事が難しそうでもある。事業所でも保護
者が交流できる場面を検討していく。

7

子どもや保護者からの苦情に対する対応
体制整備や、子どもや保護者に周知及び
苦情があった場合の迅速かつ適切な対
応

4

保護者への説明は契約時に説明する。
実際に苦情のあった場合はマニュアル
に沿って対応し、法人内では定期的に委
員会を実施している。

6 5

保護者には契約時に説明、又利用の際
に苦情等について窓口がある事を改め
て伝える事はあるが、実際の苦情の公
表等を直接的にはしていないことから、
回答として「わからない」が半数である。
これを踏まえ、保護者には改めて説明を
したい。

8
障がいのある子どもや保護者との意思の
疎通や情報伝達のための配慮

3 1 子どもも保護者も個々に応じて対応に工
夫をすることを心がけている。

8 3 保護者の「わからない」という回答を受け
とめ、職員間で検討したい。

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行
事予定、連絡体制等の情報についての子
どもや保護者への発信

1 2 1

ホームページにて掲載。
年に1回、子どもや保護者、スタッフの思
いを綴った文集を制作している。（保護
者会と共に）
事業所内に活動や行事の様子を写真で
記録し閲覧してもらえるようにしている。

6 5 保護者の回答結果を踏まえ、保護者へ
の発信の方法を検討する。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応 4 契約時に説明等を行い、その後も十分
に配慮している。

9 2
保護者回答を受け止め、不信感が募ら
ないよう、安心してご利用していただける
ようにする。

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアルの策定と、職員や
保護者への周知徹底

4
同法人の保育所との連携により策定し
ている。

5 1 5

職員での周知はしているものの、保護者
への周知徹底がなされていないことが回
答により確認されたため、周知していき
たい。

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避
難、救出その他必要な訓練の実施

2 2

同法人の保育所の実施に合わせ、実施
している。月1回の避難訓練は事業ごと
に又、対象児ごとに実施できるように計
画はしている。

6 5

様々な時間帯で実施を試みるようにし、
子どもの特性を考慮した訓練により、実
際を想定した際に必要な配慮等を確認
できるようにしていきたい。

3  3 1

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における
組織的な決定と、子どもや保護者に事前
に十分に説明・了解を得た上での児童発
達支援計画又は放課後等デイサービス
計画への記載

1 1 2

前年からの課題であるが、身体拘束に
関する内容について事業所内でしっかり
と確認ができていない為、これについて
検討していく必要がある。

5
食物アレルギーのある子どもに対する医
師の指示書に基づく適切な対応

2 2

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内
での共有の徹底

4

振り返りの機会にヒヤリハットについても
考えるようにしている。
アクシデントについては確認が取れてい
るが、ヒヤリハットについては職員間でも
やや温度差があるかもしれないと感じ
る。

ヒヤリハットがどういう状況の時かを事例
を基に職員間で共通認識し、アクシデン
トにつながらないようにしたい。

＊その他の意見
支援内容はもちろん、いつもあたたかく出迎えてくれるので感謝しています。
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